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ＪＡあいち尾
び
東
とう
（代表理事組合長：石黒秀一）は、6月１０日（土）、長久手ライスセンターで、

田植え体験と田んぼの生き物調査『触れて知ろう！地域の農業』を開催します。 
長久手市は近年都市化が進み、子どもたちが田んぼや畑に入ることや、土に触れて遊ぶ機会が減

少しています。地元農家との交流を通じて、地域の農業を身近に感じながら農地保全の大切さを学
んでもらうイベントとして行います。 
 

 

 

地元農家と一緒に学ぶ 

＆ を実施します！ 

＜お問い合わせ先＞  ※取材にお越しいただける際にはご一報ください 
ＪＡあいち尾東 総務企画部 総合企画課（担当：川本・新家） 
TEL：0561-56-0080 FAX：0561-72-8151 E-mail：kikaku@jaab.or.jp 

開催日時 
【開 催 日】 6月 10日（土） 
【開催時間】 9：00～12：00頃 
【場  所】 長久手ライスセンター（長久手市平池８番地）近隣

の田んぼ 
※当日は、長久手ライスセンターの駐車場をご利用ください。 
≪協力してくれる農家≫ 
長久手産直友の会：神谷さん 
昨年は生き物調査のみの実施でしたが、「せっかくなら田植えも実

践してほしい」と農家から声をいただき、今年は田植えと併せて生

き物調査を行います。当日は、神谷さんの田んぼにて田植え方法を

教わり、愛知県奨励品種のもち米『こはるもち』を植えます。また、

田んぼにいる多様な生き物を探します。 

 

きっかけは、地域の組合員からの「農業を営む家庭が減り、子供が泥だらけになって遊ぶ
機会が減っている」という声があがったことでした。 
これを受けて、当ＪＡ長久手支店の職員たちが「地域農業について体験を通じて学ぶ機会

をつくりたい」と、支店活動の一環として令和３年度から企画しています。地元農家に協力
を依頼したところ「子どもたちに地元の風景、土の感触をぜひ感じてほしい」と快諾いただ
き、長久手支店と農家で協力して開催します。 

田んぼの中に入り、 
親子で田植えを行いながら 
生き物探しを楽しみます。 


